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※バージョン 1.8.0 に関しましては、弊社の新規サイト移設に伴ってのプログラム修正、

各部不具合修正によるバージョンアップですので大幅な機能向上は御座いません。 

１．スタッド対応 

スタッド/スラブアンカーのモデル出力に対応致しました。 

対応カ所：桁、ブラケットの上フランジ 

 

※入力（詳細は『スタッド』画面内入力説明図・ヘルプを参照） 

スタッド/スラブアンカーの配置を代表登録 

 フランジ上に配置 
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２．検査路・添架物数量出力に対応 

材料 DB.xlsx に検査路と添架物の出力を追加致しました。 

Dwg 単位の数量が出力されます。 

ツール『数量』から数量データをブロック単位で集計することができます。 
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３．ダブリング自動カット機能の追加 

添接版付近にあるダブリングは共通設定の X の入力値分干渉カットが出来るよう機能追加

致しました。 

共通設定ですので現状は初期値として 60 が入力されるようになっております。 
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４．カラープレートにスカーラップ追加 

カラープレートにスカラップを追加致しました。 

部品登録ー開口ースカラップにこのように入力するとカラープレートの端部全てにスカラ

ップが出力されます。 

 

 

 

５. 横桁、対傾構の受け台高さ切替追加 

受台高さの押さえ点切替え機能を追加致しました。 

受台高さ：0or1 を選択 
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６．縦リブ：バルブリブ形状に対応 

タイプ 6 としてバルブリブ形状を追加致しました。 

 

 

 

７. 横桁格点補剛材一体型形状の追加  

横桁ウェブと格点補剛材が一体型になっている形状に対応致しました。 

 

格点補剛材代表に/を入力することで 

共通設定“垂直補剛材”の入力が機能し 

一体型に対応します 

※横桁仕口タイプのみ対応 
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８. 支承軸線でのソールの角度入力に対応 

ソール PL 取付角入力に支承との角度入力機能を追加致しました。 

右クリックメニューから“支承軸線入力”を指定 
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９. BIM/CIM 設計照査シートにソールリスト追加 

ソールモデルを出力した際に同時に BIM/CIM 設計照査シートに追加されます。 

ウェブ毎に縦断が出力されますので右部のみ箱桁、鈑桁で変化します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

10. 添接板の内側カット追加 

添接板のカット形状種類を追加致しました。 

追加欄：添接板入力欄ーCUTA 右クリックメニュー 

※文字色にて指定となります 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※箱桁、鈑桁で変化します。 

内千鳥 外千鳥 取付側内千鳥 
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11. 中縦桁払い込み出力機能追加 

中縦桁を架設する際に横桁との干渉や架設時の挙動を確認するための機能となります。 

使用方法は他のモデルと同様にモデルを出力し、他モデルと統合して確認します。 

右下図は横桁をアタッチしたものになります。中縦桁払い込みモデルは左下図のように中

縦桁のスカラップ分上に上がった状態で出力されます。 

 

 

 

 

 

 

12. 横リブの垂直補剛材に立ち上がり量入力機能追加 

横リブ垂直補剛材の立ち上がり形状出力機能を追加致しました。 

追加入力：横リブ入力欄ー垂直補剛材の隙に／を入れる 

 



 

11 

 

13. 巻き立てコンクリートの隙間テーパ入力追加 

格点補剛材との隙間を埋める際、従来まではテーパ比は５に固定されていましたが、今バー

ジョンより入力によって変更が可能となりました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

1：1（１を入力） 1：５（５を入力） 
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14. ３D モデル比較機能追加 

 

出力モデルの差を確認する機能です。 

 

ツールー３D モデル比較※使用方法は画面内ヘルプを参照 

・ブロック単位での実行を推奨 

・CIM-GIRDER 出力物の修正前と修正後の比較、CIM-GIRDER と別作成のモデルの比較

などを想定 

 

ファイル１と２を比較し、体積差と差分モデルを出力します 

 

 

 

 


